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「帰国教師実践報告会・在外教育施設派遣個別相談会」 
                   

和３年度帰国教師実践報告会・在外教育施設派遣個別相談会が１１月２０日（土）に、群馬県生涯学習

センターにて行われました。群馬県内のコロナの状況がだいぶ落ち着いてきたこともあり、久しぶり

に群国研らしい活動が再開されたように思います。 

今回は、今年の３月に帰国された１名の先生による現地での教育実践報告会と、派遣に興味関心のある先生

方向けの個別相談会を行いました。国際情勢がこのような状況の中、海外の子ども達のために教育活動を行い

たいと感じてらっしゃる先生方がたくさん参加してくださり、大盛況のうちに終わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 帰国教師実践報告会では、ドイツ・ハンブルク日本人が校に派遣されていた井上晋太郎先生（現 渋川市立

子持中学校）が実践報告をしてくださいました。 

井上先生は２０１７年に渡独されましたが、派遣期間中にコロナ禍の状況下になり、ロックダウン中は

Microsoft Teamsを活用しながら授業を行っていたというお話も伺えました。 

ハンブルク日本人学校は１９８１年に創立した学校で、小学部４４名、中学部１３名、幼稚部１９名、総計

７６名の小規模校です。日本の学習指導要領を基本とし、ドイツ語、英会話など独自の科目も設定し、日独の

年中行事と学校行事を取り入れた教育活動を実施しています。 

 井上先生は現地で中学部の英語を担当されておりました。ドイツ語

を使った現地の人々との交流も大切

ですが、言葉に詰まったときにそれを

補完しコミュニケーションを持続す

ることができるのが英語であること、

英語を習得することで世界のあらゆ

る人々とコミュニケーションを取る

ことができることをお話してくださ

いました。 

 

令 

帰国教師実践報告会 

坂本会長による挨拶 ソーシャルディスタンスを保った中での開催 

【ハンブルク日本人学校】井上晋太郎先生 卒業アルバムを中心とした思い出の品々 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1506660953/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaGFwcHktc291em9rdS5qcC93cC1jb250ZW50L3VwbG9hZHMvMjAxNi8wNC93b3JsZG1hcC0yMDcucG5n/RS=%5eADBVcyHVK6ckXyhyumVG7nEfwO3q.E-;_ylt=A2RCA9fYgMxZVTgAclCU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休憩時間にはたくさんの人が日本人学校の紹介コーナーに集まりました。簡単に海外旅行に行けない昨今です

が、これを見ているだけで現地に行った気分になれますね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 後半に行われた個別相談会で

は、ブースに分かれて来場者の

ニーズに合った相談をうかがい

ました。渡航状況や現地での生

活、学校での様子などさまざま

な質問がありました。来場され

た先生方の疑問や不安の軽減に

少しでも繋がったようで、みな

さん笑顔でお帰りになられまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年３月に帰国された山口翔先生（日本メキシコ学院） 

と井上晋太郎先生（ハンブルク日本人学校）に坂本会長 

より花束の贈呈を行いました。 

 現地での経験を群馬県の子ども達のためにぜひ生かして 

いってください！ 

 

 

 

 

 

 

山口先生、井上先生、お帰りなさい！ 

日本人学校の紹介コーナーには多くの人が興味津々！ 

個別相談会では… 

山口翔先生（左）井上晋太郎先生（右） 


